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(57)【要約】
第１のカールした端部において終端する雌型プロファイ
ルアセンブリを有する再閉鎖可能なバッグジッパー。雄
型プロファイルアセンブリは、開口部を選択的に閉鎖す
るために、雌型プロファイルアセンブリに対向する。雄
型プロファイルアセンブリは、第２のカールした端部に
おいて終端する。ライザーは、バッグの一方の端部にお
いてカールした端部の不均一な部分によって形成される
。スライダは、分割部材、及びカールした端部を受容す
るための中央チャネルを画定する、従属する対向した第
１及び第２の側部を有する。カールした端部は、スライ
ダに対して遠位の付勢を作り出し、第１及び第２の側部
は、閉鎖方向に移動させたときにプロファイルを係合さ
せ、分割部材は、閉鎖方向と反対の開口方向に移動させ
たときにプロファイルを分離し、スライダをライザーの
上へ閉鎖方向に移動させたときに、分割部材は、ジッパ
ーを完全に閉鎖することができるようにプロファイルか
ら遠位に移動する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再閉鎖可能なバッグ用のジッパーが、
　前記バッグの開口部に沿った雌型プロファイルと、
　前記開口部に沿って、かつ前記雌型プロファイルに対向する雄型プロファイルであって
、前記雌型及び雄型プロファイルが選択的に係合して前記開口部を閉鎖する、雄型プロフ
ァイルと、
　前記バッグの側部でライザーを形成するガイドと、
　前記雌型及び雄型プロファイルをともに係合させるための、前記バッグに載置されるス
ライダと
　を備え、
　　前記スライダが、
　　閉鎖方向に移動させたときに前記プロファイルを係合させるための従属する対向した
第１及び第２の側部を伴う中央本体と、
　　前記閉鎖方向と反対の開口方向に移動させたときに前記プロファイルを分離するため
の分割部材と
　　を有し、
　前記スライダが前記ライザー上へ前記閉鎖方向に移動されている場合に、前記分割部材
が前記プロファイルから遠位に移動して前記ジッパーを完全に閉鎖することができるよう
に、前記ガイドが前記スライダに係合する、ジッパー。
【請求項２】
　前記ライザーが、前記ガイドの不均一な部分によって形成されている、請求項１に記載
のジッパー。
【請求項３】
　前記プロファイルが、前記スライダの前記中央本体によって更にカールされた僅かにカ
ールした端部において終端し、前記カールした端部が前記スライダに対して遠位の付勢を
作り出すように、前記スライダが前記カールした端部を受容するための中央チャネルを画
定する、請求項２に記載のジッパー。
【請求項４】
　前記ガイドが、前記プロファイルアセンブリの少なくとも１つの外面上の少なくとも１
つのガイドフィンガーを含み、前記スライダが、前記第１及び第２のガイドフィンガーを
受容するための少なくとも１つのスロットを前記第２の側部の少なくとも１つに形成する
、請求項１に記載のジッパー。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのガイドフィンガーが、前記雌型プロファイルアセンブリの外面上
の第１のガイドフィンガー、及び前記雄型プロファイルの第２の外面上の第２のガイドフ
ィンガーであって、前記少なくとも１つのスロットが、それぞれ、前記第１及び第２の側
部の第１及び第２のスロットである、請求項４に記載のジッパー。
【請求項６】
　再閉鎖可能なバッグ用のクロージャであって、
　前記バッグを選択的に閉鎖するための対向部材と、
　前記対向部材をともに係合させるための、前記対向部材に結合されたスライダと、
　前記スライダに結合させるための、前記バッグの外面に沿って延在する少なくとも１つ
のガイドと
　を備えるクロージャ。
【請求項７】
　少なくとも１つのガイドが、前記スライダを前記再閉鎖可能なバッグ上に保持し、前記
スライダを前記対向部材に指向させる、請求項６に記載のクロージャ。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのガイドが、前記バッグの側部にステップを画定する、請求項７に
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記載のクロージャ。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのガイドが、２つの対向するガイドであって、各ガイドが、前記外
面上にある、請求項７に記載のクロージャ。
【請求項１０】
　前記バッグが、前記再閉鎖可能なバッグの開放端部から延在する一対の外方へカールし
た縁部において終端し、
　前記スライダが、２つの相互的な湾曲した表面を含み、前記カールした縁部を受容し、
曲げるように構成され、配設されたキャビティをその中に形成し、前記湾曲した表面が、
再度外方へ広がる前に、内方に更にテーパー状になり、前記ガイドをその中で受容するよ
うに構成され、配設された２つの対向する横方向のチャネルを形成し、
　それによって、前記カールした縁部の圧縮が、前記チャネル内に前記ガイドを係合させ
、前記ステップにおいて前記再閉鎖可能なバッグ上で前記スライダを遠位に押し付けるば
ね様の付勢を形成する、請求項９に記載のクロージャ。
【請求項１１】
　前記対向部材が、前記バッグを閉鎖するための、雄型リブプロファイル及び雌型溝プロ
ファイルを含み、前記スライダが、前記プロファイルを選択的に分離するための分割部材
を含む、請求項６に記載のクロージャ。
【請求項１２】
　再閉鎖可能なバッグ用のジッパーであって、
　前記バッグの開口部を形成するための、第１の裏打ちに沿った雌型プロファイルと、
　第２の裏打ちに沿って、かつ前記雌型プロファイルに対向する雄型プロファイルであっ
て、前記雌型及び雄型プロファイルが選択的に係合して開口部を閉鎖する、雄型プロファ
イルと、
　前記雄型及び雌型プロファイルをともに係合させるための、前記バッグ上に摺動的に載
置されたスライダであって、前記プロファイルを閉鎖するための従属する第１及び第２の
側部を伴う中央本体、及び前記スライダの移動方向に依存して前記プロファイルを分離す
るための分割部材を有するスライダと、
　少なくとも１つのブランチであって、前記スライダが前記プロファイルを分離するよう
に移動されている場合に、前記少なくとも１つのブランチが前記分割部材に接触して、前
記プロファイルの分離を支援するように、前記プロファイルの少なくとも１つに隣接する
、少なくとも１つのブランチと
　を備えるジッパー。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのブランチが、台形形状であって、各プロファイルに隣接して位置
し、各プロファイルから遠位に離間されている２つの対向するブランチである、請求項１
２に記載のジッパー。
【請求項１４】
　前記第１の裏打ち上の第１のガイドフィンガーであって、前記第１の裏打ちが第１の端
部において終端する、第１のガイドフィンガーと、
　前記第２の裏打ち上の第２のガイドフィンガーであって、前記第２の裏打ちが第２の端
部において終端する、第２のガイドフィンガーと
　を更に備え、
　前記スライダが前記第１及び第２の端部並びに前記第１及び第２のガイドフィンガーを
ともに圧縮するように、前記第１及び第２の側部が、それぞれ、前記第１及び第２のガイ
ドフィンガーを受容するための第１及び第２のスロットを画定する、請求項１２に記載の
ジッパー。
【請求項１５】
　前記ガイドフィンガーが不均一な部分を有し、前記スライダが前記不均一な部分にある
ときに、前記分割部材が前記プロファイルと相互作用しない、請求項１４に記載のジッパ
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ー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、再閉鎖可能なポーチ及びバッグのためのクロージャ機構に関し、より具体的
には、開放及び／又は閉鎖を容易にするためにスライダを利用する、当該のクロージャ機
構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　熱可塑性バッグは、小さいおやつ類から数倍大きい掛け毛布類まで多様な品目を保存す
るために使用される。典型的に、クロージャ機構は、バッグの選択的な封止及び開封を可
能にする。クロージャ機構の使用は、当技術分野で広く使用されており、また、十分理解
されている。しかしながら、クロージャ機構は、面倒で信頼性に欠ける動作を有すること
から、フラストレーションを生じさせ得る。これらの欠点を解決するために、クロージャ
機構は、バッグの閉鎖及び開放を容易にするためにスライダをしばしば含む。
【０００３】
　いくつかの実施例は、特許文献１～６に例示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第７，２８７，９０４号明細書
【特許文献２】米国特許第７，５７４，７８１号明細書
【特許文献３】米国特許第８，６９０，４３０号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開第２００３／００５３７２２号明細書
【特許文献５】米国特許出願公開第２００６／０００８１８７号明細書
【特許文献６】米国特許第５，９４７，６０３号明細書
【特許文献７】米国特許出願公開第２０１０／０００２９６１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ビニール袋用のスライダ付きクロージャ機構の進歩にもかかわらず、クロージャ機構の
不完全な封止が起こるといった欠陥が残存する。これは、水密又は気密にできない封止を
もたらす。効果的に封止された保存バッグを作り出すために、より密着し、より硬く、か
つより強いクロージャプロファイルが必要とされる。このような気密及び水密のクロージ
ャ機構を効果的かつ容易に閉鎖するためには、スライダが必要とされる。
【０００６】
　スライダは、典型的には、単に一部の領域ではなく、及び他のものではなく、クロージ
ャ機構が長さ全体に沿って閉鎖されることを確実にするように剛性である。単に自分の指
を使用することでは、しばしば、複数のプロファイルを有し得るこれらのタイプのクロー
ジャを閉鎖して、気密又は水密を確実にしない。したがって、１つの方向に引いたときに
バッグを開放し、もう１つの方向にスライドさせたときにバッグを閉鎖し、一方で、閉鎖
位置にあるときには防水及び気密封止を維持するための取り外し不可能なスライダを含む
、保存バッグに対する必要性が存在する。
【０００７】
　更に、従来技術のスライダは、保存バッグから誤って外れる傾向があり、ユーザにかな
りの不便を感じさせる。この現象は、バッグに充填し過ぎて、そして、該バッグを閉鎖し
ようとするときに特に問題になる。したがって、肯定的にバッグに固定されるだけでなく
、適切な位置で保持されるスライダが所望される。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　一実施形態において、主題の技術は、再閉鎖可能なバッグ用のジッパーを対象とし、該
ジッパーは、バッグの開口部に沿った雌型プロファイルアセンブリ、及び開口部に沿った
、かつ雌型プロファイルアセンブリに対向する雄型プロファイルアセンブリを含み、雄型
及び雌型プロファイルアセンブリが選択的に係合して開口部を閉鎖する。ガイドは、バッ
グの側部でライザーを形成する。スライダは、雄型及び雌型プロファイルアセンブリにと
もに係合するようにバッグに載置する。スライダは、閉鎖方向に移動させたときにプロフ
ァイルに係合するための従属する対向した第１及び第２の側部を伴う中央本体を有する。
分割部材は、閉鎖方向と反対の開口方向に移動させたときにプロファイルを分離する。ス
ライダがライザーの上へ閉鎖方向に移動されるようにガイドがスライダに係合し、ジッパ
ーを完全に閉鎖することができるように分割部材がプロファイルから遠位に移動する。
【０００９】
　主題の開示の別の実施形態は、バッグを選択的に閉鎖するための対向部材を有する再閉
鎖可能なバッグのためのクロージャ、及び対向部材をともに係合するための、対向部材に
結合されるスライダを対象とする。少なくとも１つのガイドが、バッグの開口部に沿って
延在し、また、スライダを対向部材に指向させるようにスライダに結合する。
【００１０】
　主題の技術の更に別の実施形態は、再閉鎖可能なバッグ用のジッパーを対象とし、該ジ
ッパーは、バッグの開口部を形成するための第１の裏打ちに沿った雌型プロファイル、及
び第２の裏打ちに沿った、かつ雌型プロファイルに対向する雄型プロファイルを含み、雌
型及び雄型プロファイルが選択的に係合して開口部を閉鎖する。スライダは、雄型及び雌
型プロファイルにともに係合するために、バッグ上に摺動的に載置する。スライダは、プ
ロファイルを閉鎖するための従属する第１及び第２の側部、及びスライダの移動方向に依
存してプロファイルを分離するための分割部材を伴う、中央本体を有する。少なくとも１
つのブランチが、スライダがプロファイルを分離するように移動するにつれて、少なくと
も１つのブランチが分割部材に接触して、プロファイルの分離を支援するように、プロフ
ァイルの少なくとも１つに隣接する。
【００１１】
　本発明のこれらの及び他の特徴、態様、及び利点は、以下の説明、添付の特許請求の範
囲、及び添付図面を参照してより良く理解されるようになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】主題の技術に従う、再閉鎖可能なバッグ用のスライダを伴うジッパーの部分斜視
図である。
【図２】主題の技術に従う、再閉鎖可能なバッグ用のスライダを伴うジッパーの平面図で
ある。
【図３Ａ】主題の技術に従う、ジッパーの雌型溝プロファイルアセンブリの断面の斜視断
片図である。
【図３Ｂ】線３Ａ－３Ａに沿って切断した図３Ａの溝プロファイルの断面図である。
【図４Ａ】主題の技術に従う、ジッパーの雄型リブプロファイルの断面の斜視断片図であ
る。
【図４Ｂ】線４Ａ－４Ａに沿って切断した図４Ａの雄型リブプロファイルの断面図である
。
【図５Ａ】主題の技術に従う、クロージャ機構のスライダの斜視図である。
【図５Ｂ】主題の技術に従う、クロージャ機構のスライダの閉鎖端面図である。
【図５Ｃ】主題の技術に従う、クロージャ機構のスライダの開放端面図である。
【図５Ｄ】主題の技術に従う、クロージャ機構のスライダの部分切断図である。
【図６】主題の技術に従う、クロージャ機構の封止端部の頂部斜視端面図である。
【図７】主題の技術に従う、クロージャ機構の封止端部の端面図である。
【図８】主題の技術に従う、クロージャ機構の分離端部の頂部斜視端面図である。
【図９】主題の技術に従う、クロージャ機構の分離端部の端面図である。
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【図１０】主題の技術に従う、静止位置のスライダを伴うクロージャ機構の斜視図である
。
【図１１】主題の技術に従う、変形装置で使用するための変形リングの斜視図である。
【図１２Ａ】主題の技術に従う、クロージャ機構の別のスライダの斜視図である。
【図１２Ｂ】主題の技術に従う、クロージャ機構の別のスライダの端面図である。
【図１２Ｃ】主題の技術に従う、クロージャ機構の別のスライダの切断図である。
【図１３】主題の技術に従う、再閉鎖可能なバッグのジッパー上の図１２Ａ～Ｃのスライ
ダの部分斜視図である。
【図１４】主題の技術に従う、ダブルジッパーの雌型溝プロファイルアセンブリの断面図
である。
【図１５】主題の技術に従う、ダブルジッパーの雄型リブプロファイルアセンブリの断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本開示は、ビニール袋及び同類のもの用のスライダを伴うクロージャ機構と関連付けら
れる従来技術の問題の多くを解決する。本明細書で開示される技術の利点及び他の特徴は
、本発明の代表的な実施形態を記載し同じ参照番号が同じ構造要素を識別する図面と関連
してなされる、ある特定の実施形態の以下の詳細な説明から、当業者により容易に明らか
になるであろう。
【００１４】
　別途指定されない限り、例示される実施形態は、ある特定の実施形態の様々な詳細の例
示的な特徴を提供するものとして理解することができ、したがって、別途指定されない限
り、具体例の特徴、構成要素、モジュール、要素、及び／又は態様は、開示されるシステ
ム又は方法から物質的に逸脱することなく、別途、修正する、組み合わせる、相互接続す
る、配列する、分離する、交換する、位置付ける、及び／又は再配設することができる。
【００１５】
　また、添付図面は、例えば、限定されることなく、実践したときに特徴が実質的に滑ら
かで、均一であるように示されることが幾らか理想化されていること、及び当業者に知ら
れているように、製造のばらつき及び異常が起こることにも留意されたい。上、下、左、
右などの相対的な用語の使用は、図面に関するものであり、限定的な様式であることを意
味しない。
【００１６】
　図１及び図２を参照すると、再閉鎖可能なバッグ１００の部分斜視図及び平面図が示さ
れる。再閉鎖可能なバッグ１００は、開口部１０６を形成するためにともに封止される、
対向壁１０２、１０４を有する。ジッパー１０８は、スライダ１１０によってバッグ１０
０を選択的に封止する。概要において、スライダ１１０が図１及び図２の左に移動するに
つれて、ジッパー１０８は、水密封止のために閉鎖される。スライダ１１０が右に移動す
ると、壁１０２、１０４が分離されて、開口部１０６を作り出す（すなわち、バッグ１０
０を開放する）。
【００１７】
　以下、図３Ａ及び３Ｂを参照すると、ジッパー１０８の雌型溝プロファイルアセンブリ
１３０の斜視断片図及び断面図が示される。雌型溝プロファイルアセンブリ１３０は、裏
打ち１５２とともに別途押し出し加工され、次いで、壁１０２に貼り付けられる。雌型溝
プロファイルアセンブリ１３０は、壁１０２から立ち上がる内側１４０上に溝１３８を形
成する対向脚部１３２ａ、１３２ｂを伴う、雌型プロファイル１３１を含む。各脚部１３
２ａ、１３２ｂは、それぞれ、遠位フック１３４ａ、１３４ｂにおいて終端する。
【００１８】
　雌型溝プロファイルアセンブリ１３０はまた、脚部１３２ａに隣接する台形形状のブラ
ンチ１３６も含む。外側部１４２上で、雌型溝プロファイルアセンブリ１３０は、従属す
るガイドフィンガー１４４を有する。全般的に、雌型溝プロファイルアセンブリ１３０は
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、遠位の外方へ曲がった、又はカールした端部１４６において終端する。
【００１９】
　以下、図４Ａ及び４Ｂを参照すると、ジッパー１０８の雄型リブプロファイル１６０の
斜視断片図及び断面図が示される。示される実施形態において、雄型リブプロファイル１
６０も同様に、裏打ち１７６とともに別途押し出し加工され、次いで、壁１０４に貼り付
けられる。内側部１６８上で、雄型リブプロファイル１６０は、遠位ヘッド１６４におい
て終端する、立ち上がりステム１６２を含む。ステム１６２及びヘッド１６４は、対向す
る脚部１３２ａ、１３２ｂに水密様式で選択的に係合するようにサイズ決定される。
【００２０】
　雄型リブプロファイル１６０はまた、ステム１６２に隣接する台形形状のブランチ１６
６も含む。外側部１７０上で、雄型リブプロファイル１６０はまた、従属するガイドフィ
ンガー１７２も有する。全般的に、雄型リブプロファイル１６０は、遠位の外方へカール
した端部１７４において終端する。動作のいかなる特定の理論にも束縛されるものではな
いが、ブランチ１３６、１６６、ガイドフィンガー１４４、１７２、及びカールした端部
１４６、１７４の機能は、以下に詳細に説明される。ブランチ１３６、１６６、ガイド１
４４、１７２、及び端部１４６、１７４は、様々な形状及び組み合わせのいずれかとする
ことができることが想定される。例えば、ガイドは、任意の角度の直線状、カール状、Ｙ
字形状、Ｌ字形状、Ｕ字形状、及び同類の形状とすることができる。端部は、直線状、波
形状、Ｓ字形状、そして、及び同類の形状とすることができる。
【００２１】
　以下、図３Ａ～４Ｂを参照すると、一実施形態において、脚部１３２ｂの下側の雌型溝
プロファイル１３０の下部分１４８は、約７．１５６ｍｍであり、対向する脚部１３２ａ
、１３２ｂ間の分離は、約１．２ｍｍであり、雌型溝プロファイルアセンブリ１３０の底
縁部１５０からブランチ１３６の最頂部までの距離は、約１０．０５６であり、ガイドフ
ィンガー１４４は、厚さが約０．３ｍｍである裏打ち１５２に対して約２２度である。
【００２２】
　一実施形態において、ステム１６２の下側の雄型リブプロファイル１６０の下部分１７
８は、約７．４５６ｍｍであり、ステム１６２は、約０．６ｍｍであり、雄型リブプロフ
ァイル１６０の底縁部１８６からブランチ１６６の最頂部までの距離は、約１０．３９５
であり、ガイドフィンガー１７２は、厚さが約０．３ｍｍである裏打ち１７６に対して約
２２度である。別の実施形態において、溝プロファイル１３０、１６０は、それぞれの壁
１０２、１０４とともに共押し出加工される。
【００２３】
　以下、図５Ａ～Ｄを参照すると、スライダ１１０の斜視図、端面図、及び切断図が示さ
れる。スライダ１１０は、ジッパー１０８を受容するための中央チャネル１１８を画定す
るために、対向した従属する側部１１４ａ、１１４ｂを伴う中央上部本体１１２を含む。
中央チャネル１１８は、底部で開放している。中央チャネル１１８の頂部は、外方へカー
ルした端部１４６、１７４を収容するための相補的な形状を形成するために、湾曲され、
球根状である。各側部１１４ａ、１１４ｂは、従属するガイドフィンガー１４４、１７２
を捕捉する、スロット１２０ａ、１２０ｂを画定する。
【００２４】
　図２で最も良く分かるように、スライダ１１０は、封止端部１１６ａ、及びより幅の広
い分離端部１１６ｂを有する。封止端部１１６ａが追従端部であるようにスライダ１１０
が移動すると、ジッパー１０８が閉鎖される。逆に、分離端部１１６ｂが追従端部である
ようにスライダ１１０が移動すると、ジッパー１０８が開放される。
【００２５】
　図５Ａ～Ｄを更に参照すると、側部１１４ａ、１１４ｂは、封止端部１１６ａに向かっ
てともにテーパー状になり、よって、Ｉ字形状の構造１２２ａ、１２２ｂは、それぞれ、
閉鎖圧力を印加してジッパー１０８を封止し、保持特徴が、ジッパー１０８をスライダ１
１０内に整列させることを支援する。Ｉ字形状の構造１２２ａ、１２２ｂの変形例を利用
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することができることが想定される。例えば、スライダ１１０は、単に、側部１１４ａ、
１１４ｂが封止力を提供するようにサイズ決定することができる。Ｉ字形状の構造の頂部
及び底部は、ジッパー１０８の追加的な保持をそれらの間で提供するために、かなり突出
させることができる。構造１２２ａ、１２２ｂは、当業者によって認識されるようなＴ字
形状及び同類の形状などの、様々な形状のいずれかとすることができる。
【００２６】
　分離端部１１６ｂに向かって、分割部材１２４は、ジッパー１０８のプロファイル１３
０、１６０をこじ開けるために、中央上部本体１１２から従属する。分割部材１２４は、
勾配付き遠位端部１２６において終端する。一実施形態において、分割部材１２４は、変
化する長さを有する（すなわち、中央上部本体１２２から下方にテーパー状になる）。部
材１２４を分割するための現在知られている、及び後に発明される複数の形状は、ジッパ
ープロファイル１３０、１６０を分離する機能を達成することを理解されたい。
【００２７】
　図１を再度参照すると、バッグ１００に取り付けられたときに、スライダ１１２は、プ
ロファイル１３０、１６０の端部１４６、１７４を更にカールさせる。端部１４６、１７
４は、カールを伸ばし、スライダ１１２を上方に移動させようとする。しかしながら、ガ
イドフィンガー１４４、１７２は、上方への移動を妨げる。
【００２８】
　スライダ１１０がバッグ１００に沿って閉鎖方向に進むにつれて、スライダ１１０は、
バック１００の縁部において上方へ移動する。スライダ１１０の上方への移動を収容する
ために、ガイドフィンガー１４４、１７２のセグメント１８２は、サイズが低減される。
好ましくは、セグメント１８２の上側の端部１４６、１７４のセグメント１８０は、不変
である。短縮されたセグメント１８２は、スライダ１１０がバッグ１００の上方へ上昇す
ることを妨げない。スライダ１１０のこの立ち上がりは、ジッパー１０８をそれ以上分離
させなくなるまで、分割部材１２４を上方へ上昇させる。短縮されたセグメント１８２は
、異なる形状を有するが、短縮されたセグメント１８２は、それでも、バッグ１００上で
スライダ１１２を保持するように機能する。加えて、バッグ１００は、端部熱封止部１８
４を有し、よって、スライダ１１０がバッグ１００の縁部まで移動するにつれて、分割部
材１２４が邪魔にならないように上昇し、よって、封止端部１１６ａが端部熱封止部１８
４に至るまでジッパー１０８を完全に閉鎖する。
【００２９】
　別の実施形態において、カールした端部１４６、１７４は、バッグ１００の長さ全体に
わたって一様でない。一方の端部で、カールした端部１４６、１７４は、幾らか真っ直ぐ
になり、上方へ広がり、平坦になり、及び／又は伸長する。実際には、真っ直ぐになった
端部は、スライダ１１０を上方に押し、フィンガー１４４、１７２は、移動を可能にする
ために単に撓むようにサイズ決定され、構成される。更に別の実施形態において、ガイド
フィンガーは、スライダが静置位置において単に上昇するように、長さ全体に沿って短く
なる。更に別の実施形態において、カールした端部１４６、１７４は、静置領域において
真っ直ぐになった部分を有する。これらの直線状端部は、１つ以上の変形リングによって
、冷却前の押し出し過程中に、又はその直後に作り出すことができる。変形リング（複数
可）の円周は、バッグの長さにほぼ等しく、よって、単一の歯だけが押し出し加工された
プロファイルに影響を及ぼして、端部を平坦にし、これは、バッグ１つあたり一度生じる
。
【００３０】
　図６～図８を参照すると、バッグ１００上にスライダ１１０を組み立てるために、側部
１１４ａ、１１４ｂは、Ｉ字形状の構造１２２ａ、１２２ｂの下部分がガイドフィンガー
１４４、１７２、ブランチ１３６、１６６、及びプロファイル１３０、１６０の上を通る
ように、必要に応じて、離れるように付勢される。スライダ１１０がバッグ１００の上へ
載置されると、ガイドフィンガー１４４、１７２がスロット１２０ａ、１２０ｂの中に捕
捉された状態になり、よって、スライダ１１０のその後の取り外しが困難になる。加えて
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、スライダ１１０がジッパー１０８の開放及び閉鎖のために、バッグ１００の全体にわた
って移動するときに、ガイドフィンガー１４４、１７２は、スライダ１１０を適切な指向
で保持する。
【００３１】
　更に、カールした端部１４６、１７４は、スロット１２０ａ、１２０ｂからのガイドフ
ィンガー１４４、１７２の取り外しを妨げるために、中央チャネル１１８の頂部に対して
上方への付勢を提供することができる。スライダ１１０によって端部１４６、１７４をカ
ールさせることはまた、スライダ１１０を上方に（すなわち、バッグ１００から遠位方向
に）付勢する。代替的には、スライダ１１０が、一方の端部又はもう一方からバッグ１０
０上へスライドされる。いずれの事例においても、スライダ１１０は、短縮されたセグメ
ント１８２に指向した分離端部１１６ｂが載置される。
【００３２】
　バッグ１００上に載置されると、スライダ１１０が短縮されたセグメント１８２に向か
って移動するにつれて、封止端部１１６ａがプロファイル１３０、１６０をともに押圧す
る。上で述べたように、スライダ１１０が短縮されたセグメント１８２に接近するにつれ
て、分割部材１２４がプロファイル１３０、１６０をそれ以上分離させないように、スラ
イダ１１０が上昇する。進行の終了時には、スライダ１１０の分割部材１２４が熱封止部
１８４の上に上昇し、よって、封止端部１１６ａ及び、具体的には、内部構造１２２ａ、
１２２ｂが、ジッパー１０８を熱封止部１８４まで完全に閉鎖することができる。
【００３３】
　いくつかのアクションの中でも、スライダ１１０がバッグ１００に沿って移動するにつ
れて、ガイドフィンガー１４４、１７２が、分割部材１２４の端部１２６をブランチ１３
６、１６６の中へ引き込み、ジッパー１０８を広げるように開放する（例えば、分離端部
１１６ｂがジッパー１０８を開放する）。ブランチ１３６、１６６は、分割部材１２４と
相互作用して、バッグ１００の開放を支援する。いかなる特定の理論にも束縛されるもの
ではないが、分割部材１２４は、ブランチ１３６、１６６を下方へ押し付け、これがプロ
ファイル１３０、１６０への分離引張り力を作り出して、ヘッド１６４を脚部１３２ａ、
１３２ｂから分離する。ブランチ１３６、１６６はまた、分割部材１２４によって外方へ
押し付けて、プロファイル１３０、１６０への分離引張り力を作り出すこともできる。１
つの実施形態において、雌型ブランチ１６６は、雄型ブランチ１３６の相対的に上側にあ
る。ブランチ１３６、１６６は、互いに対向させるか、又は対向様式でオフセットするこ
とができる。ブランチ１３６、１６６は、長方形、楕円形、矩形、円形、先割れ形、三角
形、及び同類の形状などの、他の形状を有することができる。１つの実施形態において、
分離端部１１６ｂにおいて分離するスロット１２０ａ、１２０ｂの中のガイドフィンガー
１４４、１７２は、プロファイル１３１、１６１の分離を支援する。スライダは、プロフ
ァイルを分離させるために、分割部材を伴わずに、単にスロット配設においてガイドフィ
ンガーを使用することが想定される。
【００３４】
　以下、図１１を参照すると、変形リング７０の平面図が示される。好ましくは、プロフ
ァイルアセンブリ１３０、１６０は、押し出し加工される。１つの実施形態では、１つ以
上の構成要素が別途作製され、次いで、ともに熱封止される。例えば、ガイドフィンガー
１４４、１７２は、別途形成し、次いで、適所で熱封止することができる。変形リング７
０は、１回転あたり１回作業材料に衝突する、単一の波形の歯７２を有する。この実施例
において、加工材料は、ガイドフィンガー１４４、１６６である。変形リング７０は、変
形装置の中実のリングに近接して対向し、よって、歯７２がガイドフィンガー１４４、１
６６に衝突する度に、ガイドフィンガー１４４、１６６が切断されて、短縮したセグメン
ト１８２を作り出す。
【００３５】
　以下、図１２Ａ～Ｃを参照すると、別のスライダ２１０の斜視図、端面図、及び切断図
が示される。当業者によって認識されるように、スライダ２１０は、上で説明したスライ
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ダ１１０に類似する原理を利用する。故に、同じ要素を示すために、数字の「１」の代わ
りに数字の「２」が前に付く参照番号が使用される。スライダ２１０の主な違いは、スラ
イダ２１０が、ジッパーを閉鎖するだけのために設計されていることである。
【００３６】
　ジッパー上に載置されたときに、スライダ２１０は、いずれかの方向に移動して、ジッ
パーを閉鎖することができる。１つの実施形態では、スライダ２１０がバッグ２００から
外れることを防止するために、端部熱封止部又は他の機構が提供される。典型的に、バッ
グを開放するには、ジッパーを単に人手によって引き離す。
【００３７】
　スライダ２１０は、対向した従属する側部２１４ａ、２１４ｂとともに中央上部本体２
１２を含む。各側部２１４ａ、２１４ｂは、従属するガイドフィンガーを捕捉してバッグ
上にスライダ２１０を保持するための、スロット２２０ａ、２２０ｂを画定する。側部２
１４ａ、２１４ｂは、それぞれ、閉鎖圧力を印加してジッパーを封止するように離間され
る、Ｉ字形状の構造２２２ａ、２２２ｂを有する。Ｉ字形状の構造２２２ａ、２２２ｂの
頂部及び底部は、ジッパーをスライダ２１０内に整列させることを支援するための保持特
徴として作用する。スライダ２１０は、分割部材を有しない。
【００３８】
　以下、図１３を参照すると、ジッパー２０８上のスライダ２１０の部分斜視図が示され
る。ジッパー２０８の主な違いは、短縮されたセグメントがないことである。したがって
、いずれの方向においても、スライダ２１０は、ジッパー２０８を完全に封止する。好ま
しくは、スライダ２１０がバッグ２００から外れることを防止するために、保持機構が存
在する。
【００３９】
　以下、図１４及び図１５を参照すると、ダブルジッパーの雌型プロファイルアセンブリ
２３０及び雄型プロファイルアセンブリ２６０の断面図が示される。当業者によって認識
されるように、プロファイル２３０、２６０は、上で説明したプロファイル１３０、１６
０に類似する原理を利用する。故に、同じ要素を示すために、数字の「１」の代わりに数
字の「２」が前に付く参照番号が使用される。プロファイル２３０、２６０の主な違いは
、ダブルジッパー特徴である。
【００４０】
　ダブルジッパーは、雌型プロファイルアセンブリ２３０に２つの雌型溝プロファイル２
３１ａ、２３１ｂを有させ、各雌型溝プロファイル２３１ａ、２３１ｂが２組の対向する
脚部２３２ａ～ｄを有することによって達成される。雄型プロファイルアセンブリ２６０
は、対向する脚部２３２ａ～ｄと選択的に相互係止するためのステム２６２ａ、２６２ｂ
を伴う２つの雄型リブプロファイル２６１ａ、２６１ｂを有する。このようなダブルジッ
パーを有することによって、バッグの封止が改善され得る。更に、端部において、プロフ
ァイル２３０、２６０は、ユーザによるバッグの握持を容易にするための一連のリッジ２
４５を有する。１つの実施形態において、雌型プロファイルアセンブリ２３０は、長さ３
．５ｃｍであり、ガイドフィンガー２４４の基部は、遠位端部から０．７ｃｍであり、溝
２３８ａは、近位端部から０．９ｃｍであり、溝２３８ｂは、ガイドフィンガー２４４の
遠位端部から０．８ｃｍであり、雄型プロファイルアセンブリ２６０は、長さ４ｃｍであ
り、ガイドフィンガー２７２の基部は、遠位端部から１．１ｃｍであり、ステム２６４ａ
は、近位端部から０．９ｃｍであり、ステム２６４ｂは、ガイドフィンガー２７２の遠位
端部から０．８ｃｍである。
【００４１】
　主題の技術は、現在知られている、又は後に開発される任意のジッパーと同様にうまく
機能することを認識されたい。本明細書で開示される様々な特徴は、別々に利用すること
、又は任意の組み合わせで、並びに追加的な又は異なる特徴とともに利用することができ
ることが本明細書で想定される。例えば、バックはまた、バッグの内容物の真空封止を作
り出すことを支援するために、一方弁及び／又は二方弁（図示せず）も含むことができる



(11) JP 2017-534360 A 2017.11.24

10

20

。この弁は、典型的には、再閉鎖可能なバッグの表面に位置するが、バッグの縁部又はバ
ッグの任意の表面若しくは縁部とすることができる。この弁はまた、例えばボール弁又は
他の特徴とともに、スライダの中へ直接組み込むこともできる。この弁の一実施例は、特
許文献７に示されている。
【００４２】
　当業者には、いくつかの要素の機能を、代替の実施形態において、より少ない数の要素
、又は単一の要素によって実行することができることが認識されるであろう。同様に、い
くつかの実施形態では、任意の機能的要素が、例示される実施形態に関して説明されるも
のよりも少ない、又は該実施形態と異なる動作を行うことができる。また、例示の目的で
別個であるものとして示される機能的要素（例えば、プロファイル、ブランチ、構造、部
材、フィンガー、及び同類のもの）は、特定の実現形態において、他の機能的要素内に組
み込むこともできる。本明細書で開示される全ての特許、特許出願、及び他の参考文献は
、参照によりそれらの全体が明示的に本明細書に組み込まれる。加えて、以下の請求項の
各々は、全体的又は部分的に、複数の従属物を使用する、組み合わせる、再番号付けを行
う、再配設する、及び同類のことを行うかどうかにかかわらず、任意の組み合わせで任意
の他の請求項と組み合わせることができる。
【００４３】
　主題の技術は、好適な実施形態に関して説明されているが、当業者は、添付の特許請求
の範囲によって定義されるように、本発明の趣旨又は範囲から逸脱することなく、様々な
変更及び／又は修正を主題の技術に行うことができることを容易に認識するであろう。
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【図３Ａ】
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